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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第198期

第２四半期連結
累計期間

第199期
第２四半期連結
累計期間

第198期

会計期間
自2020年４月１日

至2020年９月30日

自2021年４月１日

至2021年９月30日

自2020年４月１日

至2021年３月31日

営業収益 （千円） 1,793,317 2,100,271 3,933,279

経常損失（△） （千円） △417,493 △105,045 △497,708

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純損失（△）
（千円） △437,921 △152,252 △531,341

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △359,678 △214,767 △440,023

純資産額 （千円） 10,272,189 9,966,553 10,191,953

総資産額 （千円） 23,417,815 23,105,318 23,449,967

１株当たり四半期（当期）純損失

（△）
（円） △294.75 △102.48 △357.63

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 43.8 43.1 43.4

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 432,830 △331,962 465,412

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △52,255 △165,781 △122,849

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △14,255 480,168 279,881

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 1,012,371 1,250,918 1,268,495

 

回次
第198期

第２四半期連結
会計期間

第199期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自2020年７月１日

至2020年９月30日

自2021年７月１日

至2021年９月30日

１株当たり四半期純損失（△） （円） △23.75 △122.32

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については、記載し

ておりません。

　　　２．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　　　３．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首

から適用しており、当第２四半期連結累計期間及び当第２四半期連結会計期間に係る主要な経営指標等につい

ては、当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　新型コロナウイルス感染症による事業への影響については、引き続き今後の状況を注視してまいります。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

　なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期

首から適用しており、前年同期比較は基準の異なる算定方法にもとづいた数値を用いております。詳細につきまし

ては、「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（会計方針の変更）」をご参照ください。
 
（１） 業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におきましては、新型コロナウイルス感染拡大の影響が長期化し、依然として予断を

許さない状況が続きました。

　このような状況の中、当社は公共交通事業者としての責務を果たすため、お客様や従業員の感染予防の徹底を図

りながら鉄道の運行継続に努めました。また、感染症流行の拡大防止に最大限留意しつつ、沿線地域の事業者等と

連携した各種イベントを開催するなど、誘客活動による沿線地域の活性化と収益の確保に努めました。その他、東

京2020オリンピック聖火リレーが行われ、当社は特別列車や長瀞ラインくだりにより秩父から長瀞までの聖火輸送

に協力いたしました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、営業収益は2,100百万円（前年同期比17.1％増）、

営業損失は153百万円（前年同期は502百万円の営業損失）、経常損失は105百万円（前年同期は417百万円の経常損

失）、親会社株主に帰属する四半期純損失は152百万円（前年同期は437百万円の親会社株主に帰属する四半期純損

失）となりました。

　上記のとおり、前年同期に対して一定程度の業績回復はあったものの、営業損益、経常損益及び親会社株主に帰

属する四半期純損益はいずれも利益を計上するまでには至っていないことから、更なる業績回復に向けて経営努力

を行ってまいります。

　セグメントごとの業績は、次のとおりです。
 
[鉄道事業]

　鉄道事業におきましては、従業員のマスク着用、列車・駅設備の消毒、車内換気をはじめ各種の感染症拡大防止

策の徹底を継続いたしました。

　旅客部門におきましては、聖火輸送で使用した五輪カラーの電気機関車や秩父が舞台となったアニメに関連した

イベントの開催、記念乗車券の発売など様々な企画を実施いたしました。また、「えきdeサマーマルシェinながと

ろ」をはじめ沿線の市町や商業施設、同業他社と連携したイベントの開催や企画列車の運転など旅客誘致に努めま

した。

　定期・定期外旅客の人員及び収入は、前年同期に比べ増加したものの、在宅勤務の浸透や沿線の各種行事の中止

などもあり依然として厳しい状況が続きました。

　貨物部門におきましては、輸送量及び収入とも前年同期に比べ増加いたしました。

　この結果、営業収益は1,464百万円（前年同期比14.6％増）、営業損失は106百万円(前年同期は409百万円の営業

損失）となりました。
 
[鉄道事業旅客人員と旅客収入及び貨物トン数と貨物収入]

 
当第２四半期 前第２四半期

　増減率（％）
連結累計期間 連結累計期間

　旅　客　人　員

定　　　期 千　　人 2,181 1,852 17.8

定　期　外 〃 888 676 31.3

計 〃 3,069 2,529 21.4

　貨　物　ト　ン　数  千トン 928 895 3.7

　旅　客　収　入

定　　　期 百万円 311 276 12.6

定　期　外 〃 375 258 45.2

計 〃 687 535 28.3

　貨　物　収　入  〃 659 635 3.8
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［不動産事業］

　不動産事業におきましては、前年同期と比較し、請負工事収入が増加したほか、駐車場の稼働率が緩やかに回復

し賃貸収入も増加いたしました。

　この結果、営業収益は160百万円（前年同期比2.3％増）、営業利益は82百万円（同6.7％増）となりました。

 

［観光事業］

　観光事業におきましては、個人のお客様は回復基調にあるものの、団体での利用は依然として低調であり、厳し

い状況が続きました。

　この結果、営業収益は169百万円（前年同期比24.2％増）、営業損失は27百万円（前年同期は46百万円の営業損

失）となりました。

 

［バス事業］

　バス事業におきましては、学校団体などの貸切バス需要に回復傾向が見られるものの、依然として厳しい状況が

続きました。

　この結果、営業収益は58百万円（前年同期比142.6％増）、営業損失は63百万円（前年同期は94百万円の営業損

失）となりました。

 

［その他事業］

　その他事業におきましては、感染症の影響が続く中、卸売・小売業ではコンビニエンスストアの売上が回復基調

になったほか、旅行業では鉄道事業と連携した企画に取り組むなど増収に努めました。一方、建設業においては工

事などの受注が減少いたしました。

　この結果、営業収益は399百万円（前年同期比3.7％増）、営業損失は47百万円（前年同期は31百万円の営業損

失）となりました。

 

（２） キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間の現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）の残高は1,250百万円となり、前

連結会計年度末に比べ17百万円減少いたしました。

　なお、当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況と要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、仕入債務の減少291百万円などにより、331百万円の資金減（前年同期は

432百万円の資金増）となりました。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、工事負担金等受入れによる収入114百万円がありましたが、固定資産取

得による支出280百万円などにより、165百万円の資金減（前年同期は52百万円の資金減）となりました。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入れによる収入930百万円と長期借入金の返済による支出593百万

円などにより、480百万円の資金増（前年同期は14百万円の資金減）となりました。

 

（３） 財政状態の状況

　当第２四半期連結会計期間末における財政状態について、総資産は、前連結会計年度末に比べ344百万円減少し

23,105百万円となりました。流動資産は前連結会計年度末に比べ121百万円減少し2,276百万円、固定資産は223百

万円減少し20,828百万円となりました。流動資産減少の主な要因は、売掛金の減少等によるものです。固定資産減

少の主な要因は、その他に含まれる長期未収金の減少等によるものです。

　負債は、前連結会計年度末に比べ119百万円減少し13,138百万円となりました。流動負債は前連結会計年度末に

比べ404百万円減少し4,232百万円、固定負債は284百万円増加し8,906百万円となりました。流動負債減少の主な要

因は、買掛金の減少等によるものです。固定負債増加の主な要因は、長期借入金の増加等によるものです。

　純資産は、前連結会計年度末に比べ225百万円減少し9,966百万円となりました。主な要因は、親会社株主に帰属

する四半期純損失の計上によるものです。
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（４） 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況

の分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 
（５） 経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

（６） 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

（７） 財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針

　当第２四半期連結累計期間において、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針

について重要な変更はありません。

 

（８） 研究開発活動

　該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 4,000,000

計 4,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2021年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2021年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,500,000 1,500,000
東京証券取引所

JASDAQ（スタンダード）

単元株式数

100株

計 1,500,000 1,500,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2021年７月１日～

2021年９月30日
－ 1,500 － 750,000 － 14,106
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（５）【大株主の状況】

  2021年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

　太平洋セメント株式会社 東京都文京区小石川1丁目1-1号 497 33.51

　有恒鉱業株式会社 埼玉県深谷市田中328 213 14.38

　増岡　英男 埼玉県飯能市 50 3.37

　二反田　静太郎 兵庫県西宮市 35 2.36

　株式会社埼玉りそな銀行 埼玉県さいたま市浦和区常盤7丁目4番1号 31 2.14

　中村　幸久 埼玉県さいたま市中央区 27 1.85

　山腰　玲子 東京都新宿区 26 1.81

　株式会社武蔵野銀行
埼玉県さいたま市大宮区桜木町1丁目10番

地8
16 1.08

　諸井　三佐保 東京都文京区 15 1.06

　柿原林業株式会社 埼玉県秩父市野坂町１丁目13-9 10 0.73

計 － 925 62.29

（注）１．当社は、自己株式を14,338株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。

２．発行済株式（自己株式を除く。）の総数に対する所有株式数の割合は、小数点以下第３位を四捨五入して

おります。

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2021年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 14,300 －

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,467,400 14,674 同上

単元未満株式 普通株式 18,300 － 同上

発行済株式総数  1,500,000 － －

総株主の議決権  － 14,674 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の失念株式が200株（議決権２個）含

まれております。
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②【自己株式等】

    2021年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

秩父鉄道株式会社

埼玉県熊谷市曙町一丁目

１番地
14,300 - 14,300 0.95

計 － 14,300 - 14,300 0.95

（注）当第２四半期会計期間末の自己株式数は、14,338株であります。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2021年７月１日から2021

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,268,495 1,250,918

受取手形及び売掛金 437,771 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 205,024

分譲土地建物 96,192 96,178

商品及び製品 30,606 30,420

原材料及び貯蔵品 142,191 150,711

その他 427,471 547,185

貸倒引当金 △4,496 △3,830

流動資産合計 2,398,231 2,276,609

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 14,276,126 14,149,345

減価償却累計額 △10,078,593 △10,004,043

建物及び構築物（純額） 4,197,533 4,145,301

機械装置及び運搬具 5,156,384 5,335,231

減価償却累計額 △4,627,908 △4,677,171

機械装置及び運搬具（純額） 528,475 658,060

土地 15,483,590 15,483,590

その他 706,959 714,668

減価償却累計額 △644,916 △633,844

その他（純額） 62,042 80,824

有形固定資産合計 20,271,641 20,367,776

無形固定資産 35,748 32,102

投資その他の資産   

投資有価証券 480,135 393,263

繰延税金資産 16,640 9,536

その他 270,072 47,990

貸倒引当金 △22,503 △21,959

投資その他の資産合計 744,345 428,830

固定資産合計 21,051,735 20,828,709

資産合計 23,449,967 23,105,318
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 378,740 87,589

短期借入金 961,000 1,105,000

１年内返済予定の長期借入金 1,100,822 1,103,427

未払法人税等 53,388 37,627

未払消費税等 174,145 35,543

賞与引当金 157,790 158,042

資産撤去引当金 658,597 658,597

その他 1,152,160 1,046,719

流動負債合計 4,636,644 4,232,547

固定負債   

長期借入金 2,442,508 2,776,071

繰延税金負債 50,939 58,269

再評価に係る繰延税金負債 4,426,748 4,426,748

退職給付に係る負債 1,467,938 1,413,515

特別修繕引当金 6,300 18,900

長期預り金 85,563 86,841

その他 141,371 125,871

固定負債合計 8,621,369 8,906,218

負債合計 13,258,014 13,138,765

純資産の部   

株主資本   

資本金 750,000 750,000

資本剰余金 19,014 19,014

利益剰余金 △538,724 △701,609

自己株式 △31,525 △31,525

株主資本合計 198,764 35,879

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 282,349 222,691

土地再評価差額金 9,699,958 9,699,958

退職給付に係る調整累計額 △682 △3,028

その他の包括利益累計額合計 9,981,625 9,919,621

非支配株主持分 11,563 11,051

純資産合計 10,191,953 9,966,553

負債純資産合計 23,449,967 23,105,318
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

営業収益 1,793,317 2,100,271

営業費   

運輸業等営業費及び売上原価 1,680,128 1,619,211

販売費及び一般管理費 ※１ 615,323 ※１ 634,161

営業費合計 2,295,451 2,253,372

営業損失（△） △502,134 △153,101

営業外収益   

受取利息 5 7

受取配当金 4,852 8,523

土地物件貸付料 9,657 10,289

助成金収入 89,380 46,864

その他 2,078 3,317

営業外収益合計 105,974 69,001

営業外費用   

支払利息 13,698 13,104

減価償却費 6,740 6,740

その他 895 1,100

営業外費用合計 21,333 20,945

経常損失（△） △417,493 △105,045

特別利益   

固定資産売却益 － 59

補助金収入 － 220,250

特別利益合計 － 220,309

特別損失   

固定資産売却損 101 －

固定資産圧縮損 － 220,250

固定資産除却及び撤去費 307 883

特別損失合計 408 221,133

税金等調整前四半期純損失（△） △417,901 △105,869

法人税、住民税及び事業税 5,511 27,742

法人税等還付税額 － △21,512

法人税等調整額 15,971 40,637

法人税等合計 21,483 46,867

四半期純損失（△） △439,384 △152,736

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △1,463 △484

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △437,921 △152,252
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

四半期純損失（△） △439,384 △152,736

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 84,081 △59,684

退職給付に係る調整額 △4,375 △2,346

その他の包括利益合計 79,706 △62,030

四半期包括利益 △359,678 △214,767

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △358,252 △214,256

非支配株主に係る四半期包括利益 △1,425 △511
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △417,901 △105,869

減価償却費 162,450 150,182

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △89,094 △54,422

賞与引当金の増減額（△は減少） △87 252

貸倒引当金の増減額（△は減少） △321 △1,209

特別修繕引当金の増減額（△は減少） 43,997 12,600

受取利息及び受取配当金 △4,858 △8,531

支払利息 13,698 13,104

工事負担金等受入額 － △220,250

固定資産圧縮損 － 220,250

固定資産除売却損益（△は益） 408 1,544

助成金収入 △89,380 △46,864

売上債権の増減額（△は増加） 134,341 232,746

棚卸資産の増減額（△は増加） 22,757 △8,287

その他の流動資産の増減額（△は増加） △12,710 △2,159

仕入債務の増減額（△は減少） △157,219 △291,150

未払費用の増減額（△は減少） 216,963 △195,272

その他の流動負債の増減額（△は減少） 306,704 △232,946

長期預り金の増減額（△は減少） 198 1,277

その他の固定負債の増減額（△は減少） 108,500 △15,500

その他 5,449 △38,162

小計 243,895 △588,667

利息及び配当金の受取額 4,858 8,531

利息の支払額 △14,354 △13,915

助成金の受取額 89,380 46,864

補償金の受取額 125,000 221,000

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △15,948 △5,775

営業活動によるキャッシュ・フロー 432,830 △331,962

投資活動によるキャッシュ・フロー   

固定資産の取得による支出 △203,206 △280,343

固定資産の売却による収入 425 59

工事負担金等受入による収入 155,399 114,000

短期貸付金の増減額（△は増加） △5,000 －

その他 125 502

投資活動によるキャッシュ・フロー △52,255 △165,781

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の増減額（△は減少） △4,000 144,000

長期借入れによる収入 565,000 930,000

長期借入金の返済による支出 △575,255 △593,832

財務活動によるキャッシュ・フロー △14,255 480,168

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 366,320 △17,576

現金及び現金同等物の期首残高 646,051 1,268,495

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 1,012,371 ※１ 1,250,918
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これによ

り、「運輸業」の鉄道定期券について、従来、発売日を起点として一定の期間にわたって収益を認識しておりま

したが、有効期間の開始日を起点として一定の期間にわたって収益を認識する方法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は591千円増加し、営業損失、経常損失及び税金等調整前四半

期純損失はそれぞれ591千円減少しております。また、利益剰余金の当期首残高は10,631千円減少しておりま

す。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してお

りました「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて

表示することといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会

計年度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結

累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

 

（追加情報）

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する会計上の見積りにおいて、前連結会計年度の有価証券報告書の

（重要な会計上の見積り）に記載いたしました仮定に重要な変更はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１.　販売費及び一般管理費の主なものは次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
　　至 2020年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日
　　至 2021年９月30日）

給与・手当 238,233千円 251,781千円

賞与引当金繰入額 41,352 33,700

退職給付費用 11,727 23,435

減価償却費 30,269 31,011

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１.　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2020年４月１日
至 2020年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2021年４月１日
至 2021年９月30日）

現金及び預金勘定 1,012,371千円 1,250,918千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 － －

現金及び現金同等物 1,012,371 1,250,918

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

配当に関する事項

　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

配当に関する事項

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自2020年４月１日 至2020年９月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 鉄道事業
不動産
事業

観光事業 バス事業 計

営業収益          

外部顧客

への営業

収益

1,274,004 149,409 136,545 23,673 1,583,633 209,684 1,793,317 － 1,793,317

セグメン
ト間の内
部営業収
益又は振
替高

4,084 7,468 263 267 12,083 175,557 187,640 △187,640 －

計 1,278,089 156,877 136,809 23,940 1,595,716 385,241 1,980,957 △187,640 1,793,317

セグメント

利益又は損

失（△）

△409,175 77,327 △46,501 △94,922 △473,271 △31,555 △504,827 2,693 △502,134

(注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、卸売・小売業、建設・電気

工事業及び旅行業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額2,693千円には、固定資産未実現損益の消去額1,152千円、セグ

メント間取引消去1,540千円が含まれております。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自2021年４月１日 至2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 鉄道事業
不動産
事業

観光事業 バス事業 計

営業収益          

外部顧客

への営業

収益

1,458,809 152,997 169,533 58,003 1,839,344 260,926 2,100,271 － 2,100,271

セグメン
ト間の内
部営業収
益又は振
替高

6,113 7,512 326 86 14,038 138,565 152,604 △152,604 －

計 1,464,923 160,510 169,859 58,089 1,853,382 399,492 2,252,875 △152,604 2,100,271

セグメント

利益又は損

失（△）

△106,598 82,471 △27,148 △63,435 △114,710 △47,667 △162,377 9,276 △153,101

(注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、卸売・小売業、建設・電気

工事業及び旅行業等を含んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額9,276千円には、固定資産未実現損益の消去額1,497千円、セグ

メント間取引消去7,778千円が含まれております。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

 

（金融商品関係）

　当第２四半期連結会計期間末（2021年９月30日）

　金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が

ありません。

 

（有価証券関係）

　当第２四半期連結会計期間末（2021年９月30日）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が

ありません。

 

（デリバティブ取引関係）

　当第２四半期連結会計期間末（2021年９月30日）

　該当事項はありません。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　　当第２四半期連結累計期間（自　2021年４月1日　至　2021年９月30日）

（単位：千円）

 

報告セグメント
その他

（注１）
合計

鉄道事業 不動産事業 観光事業 バス事業 計

旅客収入

貨物収入

不動産収入

観光収入

その他

687,223

659,460

－

－

112,125

－

－

30,674

－

－

－

－

－

169,533

－

42,245

－

－

－

15,758

729,469

659,460

30,674

169,533

127,883

－

－

－

－

260,926

729,469

659,460

30,674

169,533

388,810

顧客との契約か

ら生じる収益
1,458,809 30,674 169,533 58,003 1,717,021 260,926 1,977,948

その他の収益

（注２)
－ 122,323 － － 122,323 － 122,323

外部顧客への売

上高
1,458,809 152,997 169,533 58,003 1,839,344 260,926 2,100,271

（注１）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、卸売・小売業、建設・電気工事

及び旅行業等を含んでおります。

（注２）「その他の収益」には、「リース取引に関する会計基準」に基づく不動産賃貸収入が含まれております。

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年９月30日）

１株当たり四半期純損失（△） △294円75銭 △102円48銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

（千円）
△437,921 △152,252

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純損失（△）（千円）
△437,921 △152,252

普通株式の期中平均株式数（千株） 1,485 1,485

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2021年11月11日

秩父鉄道株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 上原　義弘

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 筑紫　　徹

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている秩父鉄道株式会

社の2021年４月１日から2022年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2021年７月１日から2021年９月

30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、秩父鉄道株式会社及び連結子会社の2021年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー手

　続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される
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　年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

　れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

　められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどう

　か結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四

　半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適

　切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の

　結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業と

　して存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基

　準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸

　表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせ

　る事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

　は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

　の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途

保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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